
令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度以降
（2027年度以降）

学部の先導的・革新的
教職科目の研究・開発

OALeCを活用した教職
実践教材「バーチャル
スクール（仮称）」等
の教材開発

教職大学院の共通５領
域の必修単位数の弾力
措置の活用

学部と大学院の一体的
な教員養成カリキュラ
ム

大阪教育大学　教員養成フラッグシップ大学構想　工程表
フラッグシップ大学指定期間

１　先導的・革新的な教員養成プログラム・教職科目の研究・開発

先
導
的
・
革
新
的
な

教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

大
阪
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

教
育
学
部
と
教
職
大
学
院
の
一
体
的
改
組

先導的・革新的教職科目、教材等の研究・開発

先導的・革新的教職科目、教材等の導入、実施

新領域、科目の研究・開発

新領域、科目の導入、実施

「６年一貫教員養成プログラム」の検討、準備 「６年一貫教員養成プログラム」の導入、実施、検証

「M2インターンシップ制度」、「５年一貫履修プログラム」の開発

「附属学校教員育成コース（仮称）」の検討、準備 「附属学校教員育成コース（仮称）」の設置、運用、検証

「地元教育委員会との連携による６年一貫コース」の検討、

教職大学院連携大学（関大、近大）等への展開

教職実践教材「バーチャルスクール（仮称）」の開発 教職実践教材「バーチャルスクール（仮称）」の導入、運用、検証

先導的・革新的教職科目、教材等の点検・改善

新領域、科目の点検・改善
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フラッグシップ大学指定期間
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教員育成指標と連動し
たコンピテンシーベー
スの教員研修プログラ
ム

大学教員の学習観・授
業観の転換を促すFDシ
ステムの構築

先
導
的
・
革
新
的
な

教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

１　先導的・革新的な教員養成プログラム・教職科目の研究・開発

教員養成フラッグシップ大学構想の
推進体制

大
阪
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

教
育
学
部
と
教
職
大
学
院
の
一
体
的
改
組

「教員等育成指標と

連動した教員研修プ

ログラムの開発計

画」（仮称）の策定 資質能力の具体化 プログラムの開発 プログラムの実施 プログラムの点検・評価

プログラムの開発・

改善の仕組みの確立

大学教員に求める資

質・能力の開発と育

成のための目標設定

新たなFDシステム

の構築 新たなFDシステムの導入、運用、検証

体制の立ち上げ、フラッグ

シップ大学構想の推進体制準備

教育版URAの配置

教育版URAに必要な実務能力の明確化・体系化、研修、教育プログラムの策定
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大阪アドバンスト・
ラーニング・センター
（OALeC）

拠点校方式による「大
阪版チーム学校モデ
ル」の構築

教
員
養
成
に
か
か
る

地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

学び続ける教員を支えるプラット
フォームの構築

２　全国的な教員養成ネットワークの構築と成果の展開

新たな大学間連携を通じた展開

大学等連携推進法人設置に向けての準備

教職課程の共同実施

連携事業の実施（教育課程の維持・向上、

教職員の資質・能力の向上及び人的資源の共有等）

大
阪
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

教
育
学
部
と
教
職
大
学
院
の
一
体
的
改
組

大学等連携

推進法人設置

プラットフォームの構築 先導的・革新的な教員養成カリキュラムや現職教員プログラムの配信

デジタルバッジによる

履修証明制度の構築 デジタルバッジによる履修証明制度の実施

大阪市教委等と協議・協定締結 連携事業実施

ノンテリトリアル・オフィスへの企業等誘致

組織的共同研究の実施

企業等からの客員教員やクロスアポイントメント教員等の受入

成果の大学院・学部の教育課程や現職教員研修等への反映

大阪市教委等と協議、拠点校の設定 拠点校での研究・実践、教育実習を軸とした省察指導

成果の発信、大阪市の教育施策や事業に適用

免許状更新講習における実証研究
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エビデンスに基づく学生の資質・能
力の獲得状況の検証

実践的シンクタンク機能の強化によ
る各種取組の展開

実践的研究に重点を置いた大学院博
士課程の設置

３　取組の検証を踏まえた教職課程に関する制度の改善への貢献

大
阪
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

教
育
学
部
と
教
職
大
学
院
の
一
体
的
改
組

関係大学による協議、文科省との協議、設置申請 設置準備 実践的・臨床的研究の推進大学院博士課程

（共同大学院）設置

実践的シンクタンク機能の継続的な強化（OALeCを

拠点とした大学間連携機能と産学官連携機能の融合）

教員養成フラッグシップ大学推進委員会への参画

実践的シンクタンク機能を通じた各種取組（実証的・実践

的研究、新たな教員養成モデルや教育政策の提言など）

学習成果指標・自己評価尺度の新たな構成

学生の資質・能力の獲得状況の把握・検証

学習成果指標・自己評価尺度の点検・改善
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